
今
年
９
月
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
地
域
体
で
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｇ
の
共
同
議
長
に
、
日
本
か
ら
財
務

省
国
際
局
の
梶
川
光
俊
審
議
官
が
就
任
し
た
（
任
期
は
約
２
年
）。
わ
が
国
は
、
Ａ
Ｐ
Ｇ
共
同
議
長
と
し
て
、
①

次
期
相
互
審
査
の
円
滑
な
開
始
、
②
域
内
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
強
化
に
向
け
た
国
際
協
力
、
③
金
融
分
野
に
お
け

る
新
技
術
へ
の
対
応
─
─
と
い
っ
た
優
先
事
項
を
掲
げ
、
地
域
的
・
国
際
的
な
議
論
を
主
導
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。
本
稿
で
は
Ａ
Ｐ
Ｇ
の
概
要
に
触
れ
つ
つ
、
共
同
議
長
と
し
て
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

Ａ
Ｐ
Ｇ
共
同
議
長
就
任
の
意
義
と

今
後
の
取
り
組
み
方
針

日
本
が
主
導
す
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
を
巡
る
議
論

財
務
省
　
国
際
局
　

資
金
移
転
対
策
室

　
大
臣
官
房
企
画
官

山
﨑
貴
弘

　
課
長
補
佐鈴木

隆
俊

　
係
長

山
田
佳
奈

マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
に
関
す
る

地
域
的
・
国
際
的
な
取
り
組
み

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
／
テ

ロ
資
金
供
与
／
拡
散
金
融
（
以
下
、

マ
ネ
ロ
ン
等
）
対
策
に
関
す
る
国
際

基
準
の
策
定
・
履
行
を
担
う
多
国
間

の
枠
組
み
と
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（
金

融
活
動
作
業
部
会
）
や
そ
の
相
互
審

査
が
存
在
す
る
（
注
１
）。
も
っ
と
も
、

厳
格
な
加
盟
要
件
等
が
あ
る
た
め
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｆ
の
加
盟
メ
ン
バ
ー
は
38
カ
国

・
地
域
と
２
地
域
機
関
（
欧
州
委
員

会
、
湾
岸
協
力
理
事
会
）
に
過
ぎ
ず
、

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
基
準
の
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ

効
果
的
な
履
行
に
向
け
て
は
、
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
以
外
の
マ
ネ
ロ
ン
等

対
策
の
強
化
も
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
ネ
ロ

ン
等
対
策
の
推
進
に
向
け
、
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
に
は
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
と
呼
ば
れ
る
九
つ

の
地
域
体
が
置
か
れ
て
い
る
（
図
表

１
）。
こ
れ
に
よ
り
、（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に

加
盟
し
て
い
な
い
）
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
加
盟

法
域
に
お
い
て
も
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
と
同

様
の
相
互
審
査
を
通
じ
て
、
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
基
準
が
世
界
２
０
０
以
上
の
国
・

地
域
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
を

含
む
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は
、
Ｆ

Ｓ
Ｒ
Ｂ
の
う
ち
Ａ
Ｐ
Ｇ
（
ア
ジ
ア
太

平
洋
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対

策
グ
ル
ー
プ
）
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
は
、
Ａ
Ｐ
Ｇ
に
加
盟
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
レ
ベ
ル
の
取
り

組
み
を
戦
略
的
に
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
主
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
（
Ｅ
Ａ
Ｇ
）

と
欧
州
（
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
Ｖ
Ａ
Ｌ
）
を

カ
バ
ー
す
る
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
に
も
各
々
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
る
な
ど
し
て
、

国
際
的
な
議
論
に
貢
献
し
て
き
た
。

Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
支
援
強
化
に
つ
い
て
は
、

こ
の
４
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

大
臣
会
合
（
隔
年
開
催
、
注
２
）
に
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アジア・太平洋地域におけるマネロン等対策

お
い
て
も
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
な

ど
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

お
け
る
優
先
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
下
で
、
９
月
に
開
催
さ

れ
た
Ａ
Ｐ
Ｇ
年
次
総
会
に
お
い
て
、

わ
が
国
（
財
務
省
の
梶
川
審
議
官
）

の
Ａ
Ｐ
Ｇ
共
同
議
長
就
任
が
正
式
に

決
定
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
機

を
捉
え
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
お
け
る
地
域

的
な
取
り
組
み
、
と
り
わ
け
Ａ
Ｐ
Ｇ

共
同
議
長
と
し
て
の
わ
が
国
の
取
り

組
み
を
中
心
に
概
説
し
た
い
。

Ａ
Ｐ
Ｇ
共
同
議
長
就
任
で 

議
論
を
戦
略
的
に
主
導

　

Ａ
Ｐ
Ｇ
は
１
９
９
７
年
に
設
立
さ

れ
、
本
部
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
シ

ド
ニ
ー
）
に
置
か
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ

Ｇ
に
は
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
と
い
っ
た

先
進
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
諸
国
の
ほ
か
太
平

洋
島
嶼
国
な
ど
42
カ
国
・
地
域
が
加

盟
し
て
お
り
、
他
の
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
に
比

べ
て
も
経
済
規
模
や
地
理
的
な
多
様

性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
（
図
表
２
）。
年
に
１
度
、
総
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
域
内
の
相

互
審
査
を
含
む
各
種
作
業
部
会
の
活

動
等
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
の
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
実
効
性

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｇ
の
共
同
議
長
は
、
常
任
共

同
議
長
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
と
交

代
制
共
同
議
長
（
任
期
約
２
年
）
の

２
人
か
ら
な
り
、
わ
が
国
は
２
０
２

６
年
の
Ａ
Ｐ
Ｇ
年
次
総
会
ま
で
を
任

期
と
し
て
、
交
代
制
共
同
議
長
に
就

任
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｇ
の
共
同
議
長
を
務

め
る
主
な
意
義
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
基
準
の
履
行
の
重

要
性
が
一
層
高
ま
る
な
か
、
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
加
盟
国
と
し
て
の
豊
富
な
知
見
と

経
験
を
生
か
し
つ
つ
、
地
域
的
な
取

り
組
み
を
主
導
・
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
財
務
省
の
梶
川
審
議
官

は
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
議
長
の
諮
問
機
関
で
あ

る
運
営
グ
ル
ー
プ
（Steering 

G
roup

）
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
て
き

た
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
基
準
の
改
訂

等
を
担
当
す
る
政
策
企
画
部
会

（Policy D
evelopm

ent G
roup

＝

Ｐ
Ｄ
Ｇ
）
や
、
Ｐ
Ｄ
Ｇ
傘
下
の
暗
号

資
産
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
（V

ir-
tual A

ssets C
ontact G

roup

＝
Ｖ

Ａ
Ｃ
Ｇ
）
の
共
同
議
長
を
金
融
庁
が

そ
れ
ぞ
れ
務
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

通
じ
て
わ
が
国
は
国
際
的
な
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
拡
充
し
て
き
た
。

　

加
え
て
、
地
政
学
的
な
視
点
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
を
巡

る
議
論
を
戦
略
的
に
主
導
し
て
い
く

こ
と
は
、
地
理
的
近
接
性
・
重
要
性

を
共
有
す
る
各
国
と
の
関
係
強
化
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

三
つ
の
柱
の
下
、 

次
期
審
査
の
円
滑
な
開
始
へ

　

Ａ
Ｐ
Ｇ
の
交
代
制
共
同
議
長
と
し

て
の
重
要
な
責
務
は
、
マ
ネ
ロ
ン
等

対
策
の
実
効
性
強
化
に
向
け
、
就
任

時
に
任
期
中
の
優
先
事
項
を
設
定
し
、

実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

〔図表１〕 九つのＦＳＲＢ

FSRB 地域 法域数
APG アジア・太平洋 42
CFATF カリブ 24
EAG ユーラシア 9
ESAAMLG 東・南アフリカ 21
GABAC 中央アフリカ 7
GAFILAT ラテンアメリカ 18
GIABA 西アフリカ 17
MENAFATF 中東・北アフリカ 21
MONEYVAL 欧州 35

（注）　日本は、APGのメンバーかつEAGおよびMONEYVALのオブザーバー。
（出所）　筆者作成（図表２も同じ）。

〔図表２〕 ＡＰＧの加盟法域

アフガニスタン、オーストラリア、バングラデシュ、ブータン、ブルネイ、
カンボジア、カナダ、中国、クック諸島、フィジー、香港、インド、イン
ドネシア、日本、韓国、ラオス、マカオ、マレーシア、モルディブ、マー
シャル諸島、モンゴル、ミャンマー、ナウル、ネパール、ニュージーランド、
ニウエ、パキスタン、パラオ、パプアニューギニア、フィリピン、サモア、
シンガポール、ソロモン諸島、スリランカ、台湾、タイ、東ティモール、
トンガ、ツバル、米国、バヌアツ、ベトナム

金融財政事情 2024．11．1225



今
年
９
月
ま
で
共
同
議
長
を
務
め
た

カ
ナ
ダ
も
「
実
質
的
支
配
者
」「
テ

ロ
資
金
供
与
対
策
」「
マ
ネ
ロ
ン
等

対
策
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
優
先

事
項
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
カ
ナ
ダ

は
共
同
議
長
と
し
て
、
事
務
局
と
各

種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
共
催
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

わ
が
国
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
お
よ
び
Ａ

Ｐ
Ｇ
を
取
り
巻
く
状
況
も
踏
ま
え
た

優
先
事
項
と
し
て
、
①
次
期
相
互
審

査
の
円
滑
な
開
始
、
②
域
内
マ
ネ
ロ

ン
等
対
策
強
化
に
向
け
た
国
際
協
力
、

③
金
融
分
野
に
お
け
る
新
技
術
へ
の

対
応
│
│
と
い
う
三
つ
の
柱
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
設
定
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
的
な
重
要
性
は
も
と
よ

り
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
お
け
る
戦
略
事
項

と
の
整
合
性
、
わ
が
国
の
知
見
活
用

が
可
能
な
分
野
と
い
っ
た
点
を
考
慮

要
素
と
し
た
。

　

「
三
つ
の
柱
」
は
、
地
域
の
課
題

を
的
確
に
捉
え
た
積
極
的
な
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
で
あ
る
と
し
て
、
先
の
年
次

総
会
に
お
い
て
も
広
範
な
支
持
を
得

て
承
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
わ

が
国
と
し
て
は
、
今
後
、
関
係
者
と

緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
方

針
で
あ
る
。

　

以
下
、
三
つ
の
柱
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
。

①
次
期
相
互
審
査
の
円
滑
な
開
始

（
次
期
相
互
審
査
と
そ
の
準
備
）

　

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
、
環
境
変
化
に
応
じ

た
基
準
改
訂
等
を
進
め
な
が
ら
、
累

次
の
相
互
審
査
を
通
じ
、
マ
ネ
ロ
ン

等
対
策
の
実
効
性
向
上
に
努
め
て
き

た
。

　

特
に
、
今
夏
か
ら
開
始
さ
れ
た
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｆ
第
５
次
（
Ａ
Ｐ
Ｇ
は
第
４

次
）
相
互
審
査
で
は
、
法
令
等
ル
ー

ル
の
整
備
状
況
の
み
な
ら
ず
、
官
民

に
お
け
る
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
実
効

性
・
有
効
性
が
問
わ
れ
る
。
ま
た
、

よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
各
国
の
実
施
状

況
を
評
価
す
べ
く
、
全
体
の
審
査
期

間
が
６
年
（
前
回
は
10
年
）
と
短
縮

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｐ
Ｇ

加
盟
法
域
に
と
っ
て
、
審
査
を
受
け

る
立
場
と
し
て
の
官
民
を
挙
げ
た
態

勢
整
備
や
対
応
強
化
は
も
と
よ
り
、

審
査
側
の
立
場
で
も
審
査
員
の
派
遣

準
備
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
わ
が

国
は
相
互
審
査
の
円
滑
な
開
始
に
向

け
、
年
内
に
東
京
で
審
査
員
養
成
研

修
を
主
催
す
る
な
ど
し
、
域
内
専
門

家
の
育
成
に
貢
献
す
る
方
針
で
あ
る
。

日
本
で
の
研
修
開
催
は
、
わ
が
国
に

と
っ
て
も
、
審
査
員
プ
ー
ル
の
拡
充

や
知
見
の
蓄
積
に
資
す
る
も
の
で
あ

り
、
戦
略
的
意
義
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。

②
域
内
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
強
化
に
向

け
た
国
際
協
力

　

特
に
、
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
が
進
ん

で
い
な
い
法
域
の
中
に
は
、
能
力
や

リ
ソ
ー
ス
不
足
の
ほ
か
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

基
準
に
関
す
る
理
解
が
不
十
分
な
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
も
多
い
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
わ
が

国
は
、
地
政
学
的
観
点
か
ら
も
重
要

性
を
増
し
て
い
る
太
平
洋
島
嶼
国
や
、

マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
進
捗
が
芳
し
く

な
い
法
域
を
中
心
に
、
Ａ
Ｐ
Ｇ
を
通

じ
た
支
援
、
い
わ
ば
国
際
協
力
に
重

点
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に

は
、
現
地
当
局
向
け
の
研
修
等
を
通

じ
た
能
力
の
構
築
、
マ
ネ
ロ
ン
等
対

策
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

を
通
じ
た
地
域
的
な
取
り
組
み
の
推

進
、
財
務
省
幹
部
と
先
方
大
臣
・
中

銀
総
裁
等
と
の
面
談
を
通
じ
た
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
対
応
要
請
な
ど
を
進
め
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

　

な
お
、
太
平
洋
島
嶼
国
に
関
し
て

は
、
す
で
に
「
第
10
回
太
平
洋
・
島

サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
10
）」（
注
３
）

や
、「
日
・
太
平
洋
島
嶼
国
財
務
大

臣
会
議
」（
注
４
）
と
い
っ
た
首
脳
級

や
大
臣
級
会
合
の
成
果
文
書
に
お
い

て
も
、
Ａ
Ｐ
Ｇ
を
通
じ
た
能
力
開
発

等
を
進
め
る
方
針
を
積
極
的
に
表
明

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

③
金
融
分
野
に
お
け
る
新
技
術
へ
の

対
応

　

新
技
術
の
普
及
は
メ
リ
ッ
ト
や
機

会
に
つ
な
が
る
一
方
、
同
時
に
そ
れ

が
も
た
ら
す
新
し
い
リ
ス
ク
に
も
目

配
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
文
脈
で
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
見
る
と
暗
号
資
産
業

者
へ
の
規
制
対
応
等
が
進
ん
で
い
な

い
法
域
も
多
く
、
官
民
に
お
け
る
理

解
深
化
や
関
連
す
る
基
準
実
施
の
後

押
し
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

点
、
わ
が
国
は
先
に
述
べ
た
Ｐ
Ｄ
Ｇ

や
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｇ
の
共
同
議
長
と
し
て
の

立
場
も
活
用
し
つ
つ
、
域
内
に
経
験

や
知
見
を
積
極
的
に
共
有
で
き
る
強

み
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
規
制
対
象
主
体
が
存
在

し
な
い
Ｐ
２
Ｐ
取
引
（
個
人
間
取

引
）
や
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
（
中
央
銀
行
デ

ジ
タ
ル
通
貨
）
と
い
っ
た
新
た
な
分

野
に
つ
い
て
も
動
向
を
注
視
し
て
い
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アジア・太平洋地域におけるマネロン等対策

く
。
そ
れ
に
よ
り
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル

ッ
キ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
、
設
計
段
階

か
ら
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
を
意
識
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
〝integrity by 

design
〞
の
考
え
方
に
沿
っ
て
所
要

の
検
討
・
対
応
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

こ
の
点
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の
官
民
会
合

に
お
い
て
、
わ
が
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
下
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
扱

う
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
る
と
と
も
に
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
て
議
論

を
主
導
す
る
な
ど
し
て
き
た
。
Ａ
Ｐ

Ｇ
共
同
議
長
と
し
て
も
、
暗
号
資
産

を
含
む
金
融
分
野
に
お
け
る
新
技
術

へ
の
対
応
に
つ
い
て
各
種
研
修
イ
ベ

ン
ト
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
な
ど
）
を
開
催
す
る
ほ
か
、
他

の
Ｆ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
と
も
連
携
し
な
が
ら
官

民
対
話
の
場
な
ど
を
提
供
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

来
年
８
月
に
も 

年
次
総
会
の
主
催
を
計
画

　

最
後
に
Ａ
Ｐ
Ｇ
年
次
総
会
に
つ
い

て
触
れ
た
い
。
Ａ
Ｐ
Ｇ
共
同
議
長
は
、

優
先
事
項
の
設
定
・
実
施
の
ほ
か
、

任
期
中
に
年
次
総
会
を
主
催
す
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｇ
は

加
盟
法
域
が
多
岐
に
わ
た
る
ほ
か
、

数
十
人
の
代
表
団
を
組
成
し
て
参
加

す
る
法
域
な
ど
も
あ
り
、
総
勢
５
０

０
人
規
模
に
及
ぶ
大
規
模
な
国
際
会

議
と
な
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｇ
の
年
次
総
会
は
過
去
に
、

常
任
共
同
議
長
を
務
め
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ほ
か
、
交
代
制
共
同
議
長

が
ホ
ス
ト
を
務
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

最
近
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
共
同
議
長

下
で
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
（
22

年
）、
カ
ナ
ダ
共
同
議
長
下
で
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
（
23
年
）
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
９
月

下
旬
に
Ａ
Ｐ
Ｇ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国

で
あ
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
に
よ
り

ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

わ
が
国
も
Ａ
Ｐ
Ｇ
共
同
議
長
と
し

て
、
25
年
８
月
下
旬
を
メ
ド
に
Ａ
Ｐ

Ｇ
年
次
総
会
を
主
催
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
お
り
、
す
で
に
Ａ
Ｐ
Ｇ
事
務

局
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
警
備
等

も
含
め
運
営
面
で
幅
広
い
検
討
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
規
模
の
国
際
会
議

主
催
に
向
け
た
準
備
は
簡
単
で
は
な

い
が
、
地
域
の
マ
ネ
ロ
ン
対
策
等
に

関
す
る
議
論
を
前
に
進
め
る
と
と
も

に
、
わ
が
国
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
格
好
の
機
会
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。

＊　

＊　

＊

　

マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
を
巡
る
国
際
的

な
議
論
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
本
体
の
取

り
組
み
や
そ
の
相
互
審
査
に
焦
点
が

当
た
る
こ
と
が
多
い
が
、
広
く
国
境

を
越
え
て
移
動
す
る
不
正
資
金
の
抜

け
穴
を
防
ぐ
観
点
か
ら
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
メ
ン
バ
ー
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル

な
対
策
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
わ

が
国
と
し
て
は
、
今
後
２
年
間
に
わ

た
る
Ａ
Ｐ
Ｇ
共
同
議
長
と
し
て
の
立

場
も
最
大
限
生
か
し
つ
つ
、
関
係
省

庁
で
一
層
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

地
域
的
・
国
際
的
な
マ
ネ
ロ
ン
等
対

策
強
化
に
向
け
た
議
論
を
引
き
続
き

主
導
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

（
本
稿
の
意
見
に
係
る
箇
所
は
い
ず
れ

も
筆
者
の
意
見
で
あ
り
、
所
属
組
織
の

見
解
で
は
な
い
）

（
注
）１　

マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
概
要
に
関

し
て
は
、
例
え
ば
財
務
省
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
教
え
て
！
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ

資
金
供
与
・
拡
散
金
融
対
策
」
を
参

照
。

２　

４
月
開
催
の
大
臣
会
合
や
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｆ
の
戦
略
的
優
先
課
題
に
つ
い
て

は
、
金
融
庁
に
よ
る
「
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に

お
け
る
今
後
の
優
先
課
題
と
次
期
議

長
国
の
下
で
の
対
応
」（
本
誌
２
０

２
４
年
８
月
13
日
号
）
に
詳
し
い
。

３　

https://w
w

w
.m

ofa.go.jp/
m

o
fa

j/a
_

o
/o

c
n

/p
a

g
e

it_ 
000001_00898.htm

l

４　

h
ttp

s://w
w

w
.m

of.g
o.jp

/
p

olicy/in
tern

ation
al_p

olicy/
convention/other/20240503.htm

l

や
ま
さ
き　

た
か
ひ
ろ

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
を
巡
る
国
際
対
応
等
を
担

当
。
日
本
銀
行
の
ほ
か
、
三
菱
商
事
、

欧
州
中
央
銀
行
出
向
な
ど
を
経
て
現

職
。

す
ず
き　

た
か
と
し

Ａ
Ｐ
Ｇ
関
連
業
務
全
般
を
担
当
。
金

融
機
関
（
法
人
営
業
、
企
画
業
務
な

ど
）
を
経
て
現
職
。

や
ま
だ　

か
な

Ａ
Ｐ
Ｇ
関
連
業
務
全
般
を
担
当
。
税

関
に
て
主
に
監
視
取
り
締
ま
り
業
務
、

麻
薬
探
知
犬
業
務
を
経
て
現
職
。
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